
令和２年度・令和３年度

学ぶ楽しさを味わえる「わかる授業の展開」

～伝え合い 教え合い 高め合う学習を通して～

鴻巣市立鴻巣南中学校



学校概要説明

昭和５９年開校 創立３８周年

県費教職員数 ２１名

生徒数 ２５４名

総クラス数 ９クラス
１年３クラス、２年２クラス、
３年３クラス、特別支援学級１クラス

ベテラン・中堅・若手教員が
バランス良く配置されている。



本校生徒の分析と研究テーマ設定の理由

《強み》

「集団」としての学びの姿勢や
習慣が成立している。

《弱み》
本来持ち合わせている「個」の
実力を十分に発揮できていない。

学力の二極化・基礎基本の内容の定着に課題が見られる。



研究テーマ

学ぶ楽しさを味わえる「わかる授業の展開」
～伝え合い 教え合い 高め合う学習を通して～

研究の仮説
○南中スタンダードの更新＋
○教職員が「学力の定義」「学力の３要素」＋

や「授業方法」の共通理解を深める
○生徒が「見通し」をもって学び、互いの良さを評価し合う＋
○生徒間・生徒と教師間の良好な人間関係の構築

→→→ 生徒の学力向上に繫がる



研究組織
学力の定義

前項の場合においては、生涯に
わたり学習する基盤が培われるよ
う、基礎的な知識及び技能を習得
させるとともに、これらを活用し
て課題を解決するために必要な思
考力、判断力、表現力その他の能
力をはぐくみ、主体的に学習に取
り組む態度を養うことに、特に意
を用いなければならない。

「学校教育法第30条②

小学校（中学校）の目標」

⑵基礎的な知識及び技能を活用
して課題を解決するために必要
な思考力・判断力・表現力その
他の能力

⑴基礎的な知識及び技能を習得

⑶主体的に学習に取り組む態度

学力の３要素

研究推進部 ＋ 研究３部会



研究組織 研究推進部・①②③部会

①インプット部会
※基礎・基本

②アウトプット部会
※活用力

③学習意欲部会
※メタ認知(自己調整能力)

→自分の考え・見通しをもつ

・コバトン問題集、復習シートの活用
・班学習(学びのカルテット)
・各教科での小テスト
・基礎基本定着のための取組
・定期試験前補習学習
・漢字検定＆英語検定
・暗唱(スピーチ)
・リスニング ・ライティング
・読解力の向上 ・体力の向上 等

・ノート指導
・鑑賞文や報告文
・実験や観察、考察集約
・掲示物や作品作成
・表現活動(発表等)
・教育活動中でICT活用 等

・各種学力学習調査の分析
・コバトンのびのびシートの作成と

授業活用
・ICT活用 ・見通し＆評価
【電子黒板設置、全生徒に学習PC端末配布】
・本物から学ぶ 等

・学習規律・約束・環境の構築 ・異学年＆異校種交流
・博物館や図書館と連携(ゲストティーチャー・専門機関連携)
・授業の見通し＆振り返り(成長した自分)＆適切な評価方法(指導と評価の一体化研修)
★調査統計も含む(アンケートの集約・分析等)

◇県の先進研究校の取組から学ぶ
◇各種学力学習状況調査結果の分析と結果の有効活用(把握と課題解決・PDCA)
◇新学習指導要領の完全実施(学力の定義と３要素、「見通し」と「振り返り」)
◇指導と評価の一体化
◇特別の教科道徳、特別活動、総合的な学習の時間の授業の充実(知徳体の育成)
◇GIGAスクール構想(教職員の働き方改革も含めたICTの効果的な活用)

【研究の最終的な結論】
南中スタンダード(特別活動)を中心に良好な人間関係・教育環境を築くことが、生徒の学力を向上させると共に、教職員の

指導力・資質向上につながる。《南中スタンダードの更新・自己肯定感や集団貢献能力を育む教育活動の実践》



学力向上全体計画
新学習指導要領の完全実施

②理解していること・できることをどう使うか
（思考力・判断力・表現力等）

学力の定義・学力の３要素

①何を理解しているか、何ができるか
（知識・理解）

③どのように社会・世界と関わり、よりよい
人生を送るか （学びに向かう力・人間性等）

主体的・対話的で深い学び

「見通し」と「振り返り」

「自分の考え」をもつ

GIGA構想 生徒用学習PC端末の活用



・年度当初の校内研修で、前年度の個々の
コバトンのびのびシートの伝達と引き継ぎ
を行い、生徒の強みと弱みを共有し、
各教科・領域等の研究主題を設定

各教科・領域等の現状と研究主題



研究の流れ

研究史 令和２年度 令和３年度

校長 初貝 博幸 青木 忠博

４月
臨時休業日 研究計画について(全体会)

研究課題・テーマ・組織 概要確認

５月
臨時休業日 新評価についての研修 ５／１４（金）

研修①：都留文科大学 新井仁先生

６月
研究組織決定・教科会
校内研修(各教科の学力向上プラン作成)

課題研究テーマに基づいた授業作り(教科会)

７月
校内研修(各部会の活動計画) Ａ訪問準備開始「指導案検討」

研究授業者（公開授業者）決定

８月

校内研修(指導案検討・各部会の進捗状況と今後の計画) 教育課程南部伝達研修・小中連携合同研修会
Ａ訪問準備「指導案綴り作成」(教科会)
→2週間前までに指導者に届ける。
研修②：都留文科大学 新井仁先生
→Ａ訪問に向けて「授業力向上」研修

９月 B訪問９／１５（火）B訪問の振り返り市 Ａ訪問９／８（水）Ａ訪問の振り返り市

10月

校内研修(各部会の活動の全体情報共有) Ａ訪問のまとめ・中間発表冊子作成
研修③：都留文科大学 新井仁先生
→「中間発表資料」作成について 市
→「12月授業研究発表会」について 県

11月

学力向上委嘱研究研修会①
義務教育指導課指導主事による授業参観、県学調の結果分析方法、県の学力向上
の取組紹介
学力向上委嘱研究研修会②
義務教育指導課指導主事による学力向上先進研究校の実践事例の紹介

委嘱研究中間発表(紙面発表→発送)県

12月 県学調の結果分析(今後の対応策) 授業研究発表会(算数･数学)⇒１年・２年から１クラスずつ 県

１月 各部会の活動のまとめ 校内研修(教科会)

２月
PDCAサイクルによる取組のまとめ(課題と課題解決に向けた具体的方策) 今年度の成果と課題の検討

県 委嘱研究報告書の作成・提出

３月
校内研修・教科会
年間指導計画、各教科・領域等の学力向上プランの策定

今年度の反省と評価を振り返って
来年度の活動方針について・まとめ

①全国学調・県学調の結果分析と結果活用法の研修

②コバトンのびのびシートの作成と授業活用法の研修

③評価研修 ④ICT活用研修 ⑤授業参観

生徒個々の伸びの把握

教員の指導力向上



県リーフレット「こんな取組が効果的でした！」調査

①主体的・対話的で深い学び

②自らの授業を振り返る

③先行実践から学ぶ



・担当教科以外の授業を参観
するときは、教員の声かけに
対する生徒の変容に着目する。

・家庭学習ノートを作り、
１日１ページの学習と
日記を習慣づけている。

・県学調の結果分析を基に、
学年、学級、生徒個々の強み
や課題を明確にしている。

・公開授業を学年で行い、
担当教科以外の授業を見る
機会を多くしている。

・学習計画を立てさせ、
チェックと励ましを行うと
ともに、よい計画表を紹介
している。

・家庭学習プリントとして、
県学調復習シートとコバトン
問題集を活用している。

こんな取組が効果的アンケートの結果分析

良
い
点

改
善
策



教科会

授業改善

若手教員の育成

教職員の
研修環境の整備

教職員の
学び合い

学びのＲ リーフレットの活用



学習PC端末を含めたICT機器を生徒が使用することはもちろん、
ための環境を整えている。

GIGAスクール構想と教職員の「働き方改革」ICT機器の活用法研究



インプット部会 全国学力学習状況調査の問題分析

①教科の枠を越えて問題分析し、全ての教員が経験を蓄積する。

②質問紙を分析すると調査対象教科以外にも深い関わりがある
ことや教科指導はもちろん、教育活動の様々な場面で、生徒に
「自分の考え」をもたせることの重要性を知る。



伝え合う「学びのカルテット」

小学校６年間との「学びの接続」

インプット部会

国語
基礎基本の定着に向けた各教科の取組

Ｔ・Ｔ授業・きめ細やかな指導

２種類のプリントで「学びの定着」

南中における「学びの伝統と伝承」
全力体育「一生懸命がカッコいい」

数学
英語
体育

学校区の小学校と異校種連携授業



定期テスト前の「勉強会」

長期休業日中の「補習授業」

伝統の引き継ぎ「南中ソーラン」

コバトン問題集・復習シートの活用

基礎基本の定着に向けた各教科の取組

漢字検定・英語検定・PC検定 等

インプット部会



授業の見通し･振り返り 異学年交流学習

アウトプット部会 自分の考えをアウトプットする活動

①先輩から学び、南中の伝統を後輩へ継承する。
②生徒が自分自身の成長を実感する体験の蓄積



ノート指導 行事の振り返り

アウトプット部会 自分の考えをアウトプットする活動

良い見本から学ぶ



貴実施主体 埼玉県

学力の伸びの状況
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学力の伸びの状況

貴実施主体 埼玉県

Ｒ３埼玉県学力学習状況調査の結果分析

コバトンのびのびシートの活用
学習意欲部会

中３ 中２

学力の伸びの状況



コバトンのびのびシートの活用
生徒個々へのきめ細かな支援

学習意欲部会



毎日家庭学習 テスト計画

学習意欲部会 学びのPDCAサイクルの活用



計画

実践分析

練習計画

実践分析

練習
計画

実践分析

練習
計画

実践分析

練習

学びのPDCAサイクルを意識した学習習慣の定着

学習意欲部会

「見通し」と「振り返り」で成長した自分を実感

毎日の
サイクル

単元の
サイクル

テスト期間の
サイクル

１年間の
サイクル



研究の成果
・特別活動を柱とした自己肯定感、所属感や集団貢献能力を育む

クラスづくりを継続したことで、生徒の非認知能力が高まり、
学力の向上に大きく寄与した。

・自分の考えや意見を持ち、集団の中で発表する機会が
増えたことで、自分に自信がつき、個の力を高めることが
できたと実感できる生徒が増加した。

・国や県、市の学力向上に効果的な先行実践例に教員が触れることで、
教員の学び合いの機会が増加し、自身の授業改革を行うことができた。

・教員が「学力の定義」「学力の３要素」の理解を深め、コバトンのび
のびシートの活用法を学んだことで、教材研究や生徒個々への支援の
幅が広がった。



今後の研究の課題

・学習の「見通し」と「振り返り」をさらに深め、自己の学びや伸びを
実感し、生徒が自分の考えをもつ授業の実践を継続して行っていく。

・学力については課題が見られる階層はもちろん、全ての階層の生徒
に着目し、学び合いや教え合いのさらなる指導・支援に取り組む。

・ICT機器を効果的に活用した授業改善と働き方改革を推進し、
生徒の学習活動を充実させるための教員の指導力向上に取り組む。
重ねて、指導と評価の一体化の研鑽を深める。

・生徒個々の「個としての力」がさらに高まるよう、
集団の中で個を生かす特別活動の一層の充実を図る。



ありがとうございました。

鴻巣市立鴻巣南中学校 教職員一同


